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	スライド 1: 　現在、教育現場において、その向き合い方が多く議論されているChatGPTをはじめとする生成系AIについての論点として忘れがちなのが著作権に関する視点ではないでしょうか。そこで今回の帝京大学FDフォーラムでは、多くの知財教育用教材の開発をされている本学共通教育センター長の 木村友久先生 に、生成系AIへの向き合い方をテーマにしつつも、”著作権”、”研究倫理”、”教育的な指導”という軸をどのように組み合わせて使用するべきなのか、その考え方について根拠をもって解説していただきます。参加者の皆さ

